
(57)【要約】

【課題】レーザワイヤボンディング方法において、カッ

ターを用いないでワイヤの切断を行えるようにする。

【解決手段】ワイヤ４０を被接合部材としてのパッド２

１上に位置させるとともにノズル５０によってワイヤ４

０をパッド２１に押し付けた状態で、ワイヤ４０にレー

ザビーム７０を照射することにより、ワイヤ４０をパッ

ド２１に接合する工程と、続いて、ワイヤ４０のうち接

合部８０から離れた部位にてワイヤ４０を切断する工程

とを備えるワイヤボンディング方法において、ワイヤ４

０の切断工程では、ワイヤの切断すべき部位４１をパッ

ド２１から離すとともに、ノズル５０を移動させワイヤ

の切断すべき部位４１の上に離して位置させた状態で、

レーザビーム７０の照射を再度行うことによりワイヤ４

０の切断を行う。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ワ イ ヤ （ ４ ０ ） を 被 接 合 部 材 （ ２ １ ） 上 に 位 置 さ せ る と と も に ノ ズ ル （ ５ ０ ） に よ っ て 前
記 ワ イ ヤ を 前 記 被 接 合 部 材 に 押 し 付 け た 状 態 で 、 前 記 ワ イ ヤ に レ ー ザ を 照 射 す る こ と に よ
り 、 前 記 ワ イ ヤ を 前 記 被 接 合 部 材 に 接 合 す る 工 程 と 、
続 い て 、 前 記 ワ イ ヤ の う ち 前 記 接 合 部 （ ８ ０ ） か ら 離 れ た 部 位 に て 前 記 ワ イ ヤ を 切 断 す る
工 程 と を 備 え る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 に お い て 、
前 記 ワ イ ヤ の 切 断 工 程 で は 、 前 記 ワ イ ヤ の 切 断 す べ き 部 位 （ ４ １ ） を 前 記 被 接 合 部 材 か ら
離 す と と も に 、 前 記 ノ ズ ル を 移 動 さ せ 前 記 ワ イ ヤ の 切 断 す べ き 部 位 の 上 に 離 し て 位 置 さ せ
た 状 態 で 、 レ ー ザ の 照 射 を 再 度 行 う こ と に よ り 、 前 記 ワ イ ヤ の 切 断 を 行 う こ と を 特 徴 と す
る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ワ イ ヤ （ ４ ０ ） の 切 断 工 程 で は 、 前 記 ワ イ ヤ に 対 し て 前 記 ワ イ ヤ の 長 手 方 向 に 引 っ 張
る 力 を 加 え な が ら 、 前 記 ワ イ ヤ の 切 断 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ワ イ ヤ ボ
ン デ ィ ン グ 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 レ ー ザ を 用 い て ワ イ ヤ を 被 接 合 部 材 に 接 合 さ せ る レ ー ザ ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方
法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ の 種 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 は 、 レ ー ザ 照 射 可 能 な ノ ズ ル を 備 え る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン
グ 装 置 に よ っ て 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 ワ イ ヤ を パ ッ ド や タ ー ミ ナ ル 等 の 被 接 合 部 材 上 に 位
置 さ せ る と と も に ノ ズ ル に よ っ て ワ イ ヤ を 被 接 合 部 材 に 押 し 付 け た 状 態 で 、 ワ イ ヤ に レ ー
ザ を 照 射 す る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ の 接 合 を 行 う も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 ワ イ ヤ 接 合 後 に は 、 ワ イ ヤ の う ち 接 合 部 か ら 離 れ た 部 位 に て ワ イ ヤ を 切 断 す る が
、 こ の 切 断 は 、 ワ イ ヤ を 案 内 す る ガ イ ド 部 に 一 体 化 し て 設 け ら れ た カ ッ タ ー を 用 い て 行 わ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － ３ ７ ９ ２ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ５ － ３ ４ ３ ８ ９ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た よ う に 、 従 来 で は ワ イ ヤ の 切 断 は 、 ガ イ ド 部 材 に 一 体 に 設 け ら れ
た カ ッ タ ー を 用 い て い る た め 、 カ ッ タ ー （ 刃 具 ） の 摩 耗 に よ り 、 カ ッ タ ー を 定 期 的 に 交 換
す る 必 要 が あ り 、 設 備 の 稼 働 率 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 カ ッ タ ー お よ び こ れ を 駆 動 さ せ る 駆 動 部 が 、 被 接 合 部 材 側 の 製 品 に お け る 他 の 部 分
と 干 渉 す る の を 防 止 す る 必 要 が あ り 、 そ の 分 、 ス ペ ー ス の 確 保 が 必 要 と な る た め 、 被 接 合
部 材 側 の 製 品 に お い て 部 品 配 置 の 自 由 度 に 制 約 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 問 題 に 鑑 み 、 レ ー ザ ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 に お い て 、 カ ッ タ ー を
用 い な い で ワ イ ヤ の 切 断 を 行 え る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 は 、 カ ッ タ ー を 用 い ず に 、 レ ー ザ を ワ イ ヤ に 照 射 し 、 そ の 熱 で ワ イ ヤ を 切 断 す る
こ と を 考 え 、 鋭 意 検 討 を 行 っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ の 結 果 、 ワ イ ヤ に ノ ズ ル や 被 接 合 部 材 を 接 触 さ せ た ま ま レ ー ザ を 当 て る と 、 ワ イ ヤ か ら
ノ ズ ル や 被 接 合 部 材 を 介 し て 熱 の 逃 げ が 生 じ る の で 高 エ ネ ル ギ ー の レ ー ザ が 必 要 に な る が
、 ワ イ ヤ に ノ ズ ル や 被 接 合 部 材 等 の 他 部 材 を 接 触 さ せ な い 状 態 で レ ー ザ 照 射 す れ ば 、 熱 が
ワ イ ヤ の 切 断 部 に 集 中 し 、 低 エ ネ ル ギ ー で 切 断 可 能 な こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 は こ の 点 に
着 想 を 得 て 創 出 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
す な わ ち 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 ワ イ ヤ （ ４ ０ ） を 被 接 合 部 材 （ ２ １ ） 上 に 位 置 さ
せ る と と も に ノ ズ ル （ ５ ０ ） に よ っ て ワ イ ヤ を 被 接 合 部 材 に 押 し 付 け た 状 態 で 、 ワ イ ヤ に
レ ー ザ を 照 射 す る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ を 前 記 被 接 合 部 材 に 接 合 す る 工 程 と 、 続 い て 、 ワ イ
ヤ の う ち 接 合 部 （ ８ ０ ） か ら 離 れ た 部 位 に て ワ イ ヤ を 切 断 す る 工 程 と を 備 え る ワ イ ヤ ボ ン
デ ィ ン グ 方 法 に お い て 、 ワ イ ヤ の 切 断 工 程 で は 、 ワ イ ヤ の 切 断 す べ き 部 位 （ ４ １ ） を 被 接
合 部 材 か ら 離 す と と も に 、 ノ ズ ル を 移 動 さ せ ワ イ ヤ の 切 断 す べ き 部 位 の 上 に 離 し て 位 置 さ
せ た 状 態 で 、 レ ー ザ の 照 射 を 再 度 行 う こ と に よ り 、 ワ イ ヤ の 切 断 を 行 う こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ れ に よ れ ば 、 ワ イ ヤ （ ４ ０ ） の 切 断 工 程 で は 、 ワ イ ヤ の 切 断 す べ き 部 位 （ ４ １ ） を 被 接
合 部 材 （ ２ １ ） お よ び ノ ズ ル （ ５ ０ ） か ら 離 し た 状 態 で 、 ワ イ ヤ の 切 断 す べ き 部 位 に レ ー
ザ の 照 射 を 行 う こ と に な る 。 そ の た め 、 レ ー ザ 照 射 に よ っ て ワ イ ヤ の 切 断 す べ き 部 位 に 熱
が 集 中 し 、 低 い エ ネ ル ギ ー に よ っ て ワ イ ヤ の 切 断 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
よ っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ッ タ ー を 用 い な い で ワ イ ヤ の 切 断 を 行 う こ と が で き る 。 そ の
結 果 、 カ ッ タ ー の 交 換 が 不 要 と な り 稼 働 率 の 向 上 が 図 れ る と と も に 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ
装 置 に お い て カ ッ タ ー お よ び こ れ を 駆 動 さ せ る 駆 動 部 が 無 く な る た め 、 被 接 合 部 材 側 の 製
品 に お い て 部 品 配 置 の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 ワ イ ヤ （ ４ ０ ） の 切 断 工 程 で は 、 ワ イ ヤ に 対 し
て ワ イ ヤ の 長 手 方 向 に 引 っ 張 る 力 を 加 え な が ら 、 ワ イ ヤ の 切 断 を 行 う こ と が 好 ま し い 。 そ
れ に よ れ ば 、 よ り ワ イ ヤ の 切 断 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 上 記 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関 係
を 示 す 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 図 に 示 す 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ
ン グ 方 法 に よ り ワ イ ヤ 接 続 が 行 わ れ た 後 の 装 置 Ｓ １ の 状 態 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。 本 例
の 装 置 Ｓ １ は 、 自 動 車 等 に 搭 載 さ れ る 制 御 回 路 装 置 と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
装 置 Ｓ １ に お い て 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 等 か ら な る 放 熱 部 材 （ フ ィ ン ） １ ０ の 上 に は 、
セ ラ ミ ッ ク 基 板 等 か ら な る 回 路 基 板 ２ ０ が 搭 載 さ れ 接 着 等 に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 回 路 基 板 ２ ０ は 、 ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ 基 板 と し て 構 成 さ れ て お り 、 回 路 基 板 ２ ０ の 上 に
は 、 鉄 系 金 属 等 か ら な る パ ッ ド ２ １ が は ん だ 付 け 等 に よ り 、 回 路 基 板 ２ ０ に 固 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 放 熱 部 材 １ ０ の 上 に は 、 樹 脂 等 か ら な る パ ッ ケ ー ジ ３ ０ が 設 け ら れ て お り 、 こ の パ
ッ ケ ー ジ ３ ０ に は 、 外 部 引 き 出 し 用 端 子 と し て の タ ー ミ ナ ル ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
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タ ー ミ ナ ル ３ １ は 真 鍮 等 か ら な る も の で 、 パ ッ ケ ー ジ ３ ０ に イ ン サ ー ト 成 形 等 に よ っ て 一
体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 タ ー ミ ナ ル ３ １ と 回 路 基 板 ２ ０ の パ ッ ド ２ １ と は 、 銅 （ Ｃ ｕ ） 、 Ａ ｌ 、 金 （ Ａ ｕ
） 等 か ら な る ワ イ ヤ ４ ０ に よ り 結 線 さ れ て お り 、 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 回 路
基 板 ２ ０ は こ の ワ イ ヤ ４ ０ 、 タ ー ミ ナ ル ３ １ を 介 し て 外 部 と 電 気 的 に 接 続 可 能 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 こ の ワ イ ヤ ４ ０ は 、 図 １ に 示 さ れ る ノ ズ ル ５ ０ お よ び ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ を 有 す る ワ
イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 を 用 い て 、 レ ー ザ ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 に よ っ て 接 続 さ れ た も の
で あ る 。 こ こ で は 、 タ ー ミ ナ ル ３ １ を １ 次 ボ ン デ ィ ン グ 側 、 パ ッ ド ２ １ を ２ 次 ボ ン デ ィ ン
グ 側 と し て ボ ン デ ィ ン グ が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 図 １ で は 、 本 実 施 形 態 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 の う ち ノ ズ ル ５ ０ お よ び ワ イ ヤ ガ
イ ド ６ ０ が 示 し て あ る が 、 詳 し く は 、 上 記 し た 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る ワ イ ヤ ボ ン デ
ィ ン グ 装 置 に お い て カ ッ タ ー を 無 く し た 構 成 の も の を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ノ ズ ル ５ ０ は 円 筒 状 を な し 、 且 つ 、 先 端 側 （ 図 中 、 下 側 ） ほ ど 細 く な っ て い る 。 ノ ズ ル ５
０ は 、 ワ イ ヤ ４ ０ の 接 合 時 に ワ イ ヤ ４ ０ と 被 接 合 部 材 ２ １ 、 ３ １ と を 密 着 さ せ る た め の も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 図 １ に お い て 、 こ の ノ ズ ル ５ ０ の 上 方 位 置 に は 図 示 し な い が 、 集 光 レ ン ズ が 配 置 さ
れ て い る 。 そ し て 、 こ の 集 光 レ ン ズ の 上 方 か ら レ ー ザ ビ ー ム ７ ０ が 照 射 さ れ 、 集 光 レ ン ズ
に よ り 集 光 さ れ 、 ノ ズ ル ５ ０ 内 を 通 り 、 ノ ズ ル ５ ０ の 先 端 か ら レ ー ザ ビ ー ム ７ ０ が 発 射 さ
れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ は 、 ノ ズ ル ５ ０ の 側 方 に わ ず か に 離 間 し て 配 置 さ れ て い る 。 こ
の ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ は 、 ワ イ ヤ ４ ０ を 案 内 す る ガ イ ド 部 材 で あ り 、 ワ イ ヤ ４ ０ を 支 持 し て
被 接 合 部 材 ２ １ 、 ３ １ に 対 し て ワ イ ヤ ４ ０ を 引 き 回 す よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
例 え ば 、 ノ ズ ル ５ ０ お よ び ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ は 、 そ れ ぞ れ 上 記 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 に
設 け ら れ て い る モ ー タ 等 の 駆 動 部 に よ っ て 、 図 １ 中 の 上 下 方 向 す な わ ち Ｚ 方 向 に 可 動 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 時 に お い て 、 装 置 Ｓ １ は 図 示 し な い 加 工 台 に 搭 載 さ れ る が 、 こ
の 加 工 台 は 、 例 え ば 、 図 １ 中 の 紙 面 垂 直 方 向 に 広 が る 面 内 に 可 動 と な っ て い る 。 具 体 的 に
は 、 こ の 加 工 台 は 図 １ 中 に 示 す Ｘ 方 向 、 Ｙ 方 向 へ 可 動 と な っ て お り 、 さ ら に は Ｚ 方 向 回 り
に 回 転 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ れ に よ り 、 ノ ズ ル ５ ０ 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ お よ び ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ に 支 持 さ れ た ワ イ ヤ
４ ０ が 、 上 記 加 工 台 に 搭 載 さ れ た 装 置 Ｓ １ の 所 定 位 置 へ 移 動 す る こ と が で き る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う な 本 実 施 形 態 の 装 置 Ｓ １ に お け る レ ー ザ ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 に つ い て 、 上 記
図 １ に 加 え 、 図 ２ も 参 照 し て 述 べ る 。 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 の 要
部 を 断 面 的 に 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま ず 、 パ ッ ケ ー ジ ３ ０ の タ ー ミ ナ ル ３ １ に お い て １ 次 ボ ン デ ィ ン グ を 行 う 。 こ の １ 次 ボ ン
デ ィ ン グ は 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 方 法 と 同 様 に し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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す な わ ち 、 ワ イ ヤ ４ ０ を 支 持 し た ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ お よ び ノ ズ ル ５ ０ を タ ー ミ ナ ル ３ １ の
上 に 位 置 さ せ 、 ノ ズ ル ５ ０ を 下 降 さ せ て 、 ワ イ ヤ ４ ０ を タ ー ミ ナ ル ３ １ に 押 し つ け る 。 こ
れ に よ り 、 ワ イ ヤ ４ ０ は タ ー ミ ナ ル ３ １ と ノ ズ ル ５ ０ と の 間 に 挟 ま れ て 固 定 さ れ る 。 こ の
状 態 に お い て 、 レ ー ザ ビ ー ム ７ ０ を ワ イ ヤ ４ ０ に 照 射 す る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ４ ０ と タ ー
ミ ナ ル ３ １ と が 溶 接 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ う し て １ 次 ボ ン デ ィ ン グ を 行 っ た 後 、 ワ イ ヤ ４ ０ を ２ 次 ボ ン デ ィ ン グ 側 の 被 接 合 部 材 ２
１ 上 に 位 置 さ せ る と と も に ノ ズ ル ５ ０ に よ っ て ワ イ ヤ ４ ０ を 該 被 接 合 部 材 ２ １ に 押 し 付 け
た 状 態 で 、 ワ イ ヤ ４ ０ に レ ー ザ を 照 射 す る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ４ ０ を 該 被 接 合 部 材 ２ １ に
接 合 す る 工 程 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
す な わ ち 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ か ら ワ イ ヤ ４ ０ を 引 き 出 し な が ら 、 ノ ズ ル ５ ０ お よ び ワ イ ヤ
ガ イ ド ６ ０ を 移 動 さ せ 、 ２ 次 ボ ン デ ィ ン グ 側 の 被 接 合 部 材 つ ま り 回 路 基 板 ２ ０ の パ ッ ド ２
１ の 上 に 位 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 ノ ズ ル ５ ０ を 下 降 さ せ ワ イ ヤ ４ ０ を パ ッ ド ２ １ に 押 し つ け る 。 こ れ に よ り 、 ワ イ
ヤ ４ ０ は パ ッ ド ２ １ と ノ ズ ル ５ ０ と の 間 に 挟 ま れ て 固 定 さ れ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 レ ー
ザ ビ ー ム ７ ０ を ワ イ ヤ ４ ０ に 照 射 す る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ４ ０ と パ ッ ド ２ １ と が 溶 接 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の ワ イ ヤ ４ ０ と パ ッ ド ２ １ と が 溶 接 さ れ ２ 次 ボ ン デ ィ ン グ が 行 わ れ た 状 態 が 図 ２ （ ａ ）
に 示 さ れ る 。 こ こ で 、 図 ２ （ ａ ） で は 、 ワ イ ヤ ４ ０ と パ ッ ド ２ １ と が 溶 け 合 っ た 溶 接 部 と
し て の 接 合 部 ８ ０ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の 後 、 図 ２ （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ ４ ０ の う ち 接 合 部 ８ ０ か ら 離 れ た 部 位
４ １ に て ワ イ ヤ ４ ０ を 切 断 す る 工 程 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 工 程 で は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ （ 図 ２ で は 省 略 さ れ て い る ） に よ っ て
ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 す べ き 部 位 ４ １ を パ ッ ド ２ １ か ら 離 す と と も に 、 ノ ズ ル ５ ０ を 移 動 さ せ
て ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 す べ き 部 位 ４ １ の 上 に 離 し て 位 置 さ せ た 状 態 と す る 。 そ し て 、 こ の 状
態 で レ ー ザ ビ ー ム ７ ０ の 照 射 を 再 度 行 う こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ れ に よ れ ば 、 ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 す べ き 部 位 ４ １ を パ ッ ド ２ １ お よ び ノ ズ ル ５ ０ か ら 離 し
た 状 態 で 、 ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 す べ き 部 位 ４ １ に レ ー ザ の 照 射 を 行 う こ と に な る 。 そ の た め
、 レ ー ザ 照 射 に よ っ て ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 す べ き 部 位 ４ １ に 熱 が 集 中 し 、 低 い エ ネ ル ギ ー に
よ っ て ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ち な み に 、 も し 、 ワ イ ヤ ４ ０ に ノ ズ ル ５ ０ や パ ッ ド ２ １ を 接 触 さ せ た ま ま レ ー ザ を 当 て る
と 、 図 ２ （ ａ ） 中 に 矢 印 に て 示 す よ う に 放 熱 経 路 が 生 じ る 。 つ ま り 、 ワ イ ヤ ４ ０ か ら ノ ズ
ル ５ ０ や パ ッ ド ２ １ を 介 し て 熱 の 逃 げ が 生 じ る の で 高 エ ネ ル ギ ー の レ ー ザ が 必 要 に な る 。
ま た 、 溶 融 し た ワ イ ヤ ４ ０ の 一 部 が 接 触 し て い る ノ ズ ル ５ ０ や パ ッ ド ２ １ に 付 着 す る 可 能
性 も 高 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ う し て 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ が 完 了 し 、 上 記 図 １ に 示 す よ う に 、 パ ッ ケ ー ジ ３ ０ の タ ー
ミ ナ ル ３ １ と 回 路 基 板 ２ ０ の パ ッ ド ２ １ と が ワ イ ヤ ４ ０ を 介 し て 結 線 さ れ 電 気 的 に 接 続 さ
れ る 。 な お 、 以 上 の サ イ ク ル を 、 各 タ ー ミ ナ ル ～ パ ッ ド 間 で 繰 り 返 す こ と に よ り 、 任 意 の
本 数 、 位 置 の 電 極 間 の 結 線 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の レ ー ザ ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 に よ れ ば 、 カ ッ タ ー を 用 い な い
で ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 を 行 う こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 カ ッ タ ー の 交 換 が 不 要 と な り 稼 働 率
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の 向 上 が 図 れ る と と も に 、 ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 装 置 に お い て カ ッ タ ー お よ び こ れ を 駆 動 さ
せ る 駆 動 部 が 無 く な る た め 、 被 接 合 部 材 側 の 製 品 に お い て 部 品 配 置 の 自 由 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 上 記 ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 工 程 で は 、 ワ イ ヤ ４ ０ に 対 し て ワ イ ヤ ４ ０ の 長 手 方 向 に 引 っ
張 る 力 を 加 え な が ら 、 ワ イ ヤ ４ ０ の 切 断 を 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
具 体 的 に は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ６ ０ に よ っ て ワ イ ヤ ４ ０ を 矢 印 Ｋ に
示 す 方 向 へ 引 っ 張 る よ う に し な が ら 、 レ ー ザ ビ ー ム ７ ０ の 照 射 を 行 う 。 そ れ に よ れ ば 、 ワ
イ ヤ ４ ０ に 対 し て 当 該 引 っ 張 る 力 を 加 え な い 状 態 で 切 断 を 行 う 場 合 に 比 べ て 、 よ り ワ イ ヤ
４ ０ の 切 断 が 容 易 に な る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 装 置 Ｓ １ に お い て 、 パ ッ ケ ー ジ ３ ０ の タ ー ミ ナ ル ３ １ を １ 次 ボ
ン デ ィ ン グ 側 、 回 路 基 板 ２ ０ の パ ッ ド ２ １ を ２ 次 ボ ン デ ィ ン グ 側 と し た が 、 逆 に 、 パ ッ ド
２ １ を １ 次 ボ ン デ ィ ン グ 側 、 タ ー ミ ナ ル ３ １ を ２ 次 ボ ン デ ィ ン グ 側 と し て も よ い 。 こ の 場
合 、 タ ー ミ ナ ル ３ １ へ の ワ イ ヤ ４ ０ の 接 合 後 に ワ イ ヤ ４ ０ を 切 断 す る 際 に 、 上 記 レ ー ザ に
よ る 切 断 を 行 う よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 本 発 明 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 は 、 上 記 装 置 Ｓ １ 以 外 に も 適 用 で き る こ と は 言 う
ま で も な い 。 例 え ば 、 半 導 体 チ ッ プ と リ ー ド フ レ ー ム と の 間 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ や 、 半
導 体 チ ッ プ 同 士 の 間 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 、 あ る い は 半 導 体 チ ッ プ と 回 路 チ ッ プ と の 間 の
ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 等 に 適 用 で き る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 に よ り ワ イ ヤ 接 続 が 行 わ れ た 後
の 装 置 の 状 態 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 実 施 形 態 の ワ イ ヤ ボ ン デ ィ ン グ 方 法 の 要 部 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
２ １ … 被 接 合 部 材 と し て の パ ッ ド 、 ４ ０ … ワ イ ヤ 、
４ １ … ワ イ ヤ の 切 断 す べ き 部 位 、 ５ ０ … ノ ズ ル 、 ８ ０ … ワ イ ヤ の 接 合 部 。
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